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本研究の目的は、英国の哲学者フランシス・ベーコン（1561-1626）のʠ生と死の自然誌ʡ









































クストとして、THE OXFORD FRANCIS BACON・











































































































































































































































































































































































自然（the nature of the spirits）は、いわば人間身体の
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templators of natural things）を挙げている。またゴル
ギアス、プロタゴラス、イソクラテス、セネカのよう
な修辞家（rhetoricians）を挙げ、彼らはものごとの単




































































































































































もないときには、生の喜び（their joie de vivre）が枯渇
して長持ちしないやりかたである⽜と書きを加えるこ
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